














The Practice of Encounter-Groups based on Nature Experience Activities: 
An Investigation of Self-reflections, Self-efficacy and Self-growth 
 





This exploratory study examines a practice of encounter-groups based on undergraduate and graduate students’ nature experience 
activities with regards to their respective self-reflections, self-efficacy, and self-growth continuously. By the questionnaire survey, 
the significant result was not seen, but in the participants’ emotional experience and reflections, their internal experience processes 
were unveiled. These experience processes showed four stages about the process of the encounter group; phase of anxiety and 








































本活動は，X年 9月に 2泊 3日で実施された。一般に自然学校などでは，規律正しい団体行動が重ん
じられ，予め決められたプログラムに沿って進められるが，この EGでは，一人ひとりが今したいことを
大切にし，内容もメンバー同士で話し合って決めていく形で進行された。各セッションは 1 時間から 2
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= 2.67, 3.00）。次いで，高かった項目は「6．何かを決めるとき，迷わず決定するほうである」であり（M = 
2.50, 2.50），活動後においては「10．結果の見通しがつかない仕事でも，積極的に取り組んで行くほうであ
る」（M = 2.67），「1．何か仕事をするときは，自信を持ってやるほうである」（M = 2.50）の 2項目も得点が
高かった。反対に，最も平均値の低かった項目は，活動前と活動後ともに「15．積極的に活動するのは，苦
手なほうである」（M = 1.00, 1.17），「8．ひっこみじあんなほうだと思う」（M = 1.33, 1.33）であった。 













で，活動前と活動後ともに平均値が高かった項目（M = 2.50以上）は，8項目（項目 21, 30, 22, 27, 35, 46, 18, 
42）と多かった。活動前のみ平均値の高かった項目は，2項目（「25．将来，立派な仕事をしたい」，「38．
チャンスを逃さなければ能力のある人は偉くなれると思う」）であった。反対に，最も平均値の低かった項
M SD M SD
2.28 0.21 2.30 0.21
「行動の積極性」 2.56 0.37 2.67 0.37
1 何か仕事をするときは、自信を持ってやるほうである 2.33 0.82 2.50 0.55
6 何かを決めるとき、迷わずに決定するほうである 2.50 0.55 2.50 0.55
8 ひっこみじあんなほうだと思う* 1.33 0.82 1.33 0.82
10 結果の見通しがつかない仕事でも、積極的に取り組んでいくほうだと思う 2.33 0.82 2.67 0.52
11 どうやったらよいか決心がつかずに仕事にとりかかれないことがよくある* 1.67 1.03 1.67 0.82
13 どんなことでも積極的にこなすほうである 2.67 0.52 3.00 0.00
15 積極的に活動するのは、苦手なほうである* 1.00 0.00 1.17 0.41
「失敗に対する不安」* 2.03 0.81 1.97 0.81
2 過去に犯した失敗や嫌な経験を思いだして、暗い気持ちになることがよくある* 2.00 0.89 2.33 0.82
4 仕事を終えた後、失敗したと感じることのほうが多い* 2.00 1.10 1.67 1.03
5 人と比べて心配性なほうである* 2.00 1.10 1.83 0.98
7 何かをするとき、うまくいかないのではないかと不安になることが多い* 2.17 0.98 2.00 1.10
14 小さな失敗でも人よりずっと気にするほうである* 2.00 1.10 2.00 1.10
　「能力の社会的位置づけ」 2.13 0.82 2.13 0.82
3 友人より優れた能力がある 2.17 0.75 2.17 0.75
9 人より記憶力がよいほうである 1.83 0.98 1.83 0.98
12 友人よりも特に優れた知識を持っている分野がある 2.33 1.03 2.33 1.03







目は，活動前と活動後ともに「44. 人からばかにされたりすることに我慢できない」（M = 1.50, 1.50）であ
り，活動後においては，「32. 何かをしようとする時、他の人が反対するのではないかと心配になる」（M 
= 1.33），「20. 他の人からどんなうわさをされているか気になるほうである」（M = 1.50）であった。 






M SD M SD
2.15 0.27 2.16 0.27
「達成動機」 2.56 0.34 2.48 0.34
17 自分の能力を最大限に伸ばせるよう、いろいろなことをやってみたい 3.00 0.00 3.00 0.00
21 他の人にはやれないようなことをやり遂げたい 2.83 0.41 2.67 0.52
25 将来、立派な仕事をしたい 2.83 0.41 2.33 0.82
29 将来、他の人から尊敬されるような人間になるだろうと思う 1.67 0.82 1.83 0.75
33 自分の理想に向かって絶えず向上していきたい 3.00 0.00 3.00 0.00
37 新しいことや違うことをいろいろしてみたい 3.00 0.00 3.00 0.00
41 自分の主張を通すほうである 2.17 0.75 2.00 0.63
45 他の人と比べて能力などが優れていると思う 2.00 0.89 2.00 0.89
　「努力主義」 2.35 0.15 2.48 0.15
18 一度自分で決めたことは途中で嫌になってもやり通すよう努力する 2.50 0.55 2.83 0.41
22 他の人に認められなくても、自分の目標に向かって努力したい 2.67 0.52 2.83 0.41
26 何でも手がけたことには最善を尽くしたい 3.00 0.00 3.00 0.00
30 現在の自分が幸福だと思う 2.83 0.41 3.00 0.00
34 努力さえすれば成績はよくなると思う 2.17 0.98 2.33 1.03
38 チャンスを逃さなければ能力のある人は偉くなれると思う* 2.50 0.55 2.33 0.82
42 人の一生は案外、偶然の出来事で決まるものだと思う* 2.50 0.84 2.50 0.84
46 人とうまく付き合っていけるほうである 2.67 0.52 2.67 0.52
47 どんな不幸に出会ってもくじけないだろうと思う 2.33 1.03 2.33 0.82
　「自信と自己受容」 1.69 0.74 1.79 0.74
19 勉強や運動について自信を持っているほうである 2.00 0.63 2.17 0.98
23 自分を頼りないと思うことがよくある* 2.33 0.82 2.00 0.89
27 今のままの自分ではいけないと思うことがよくある* 2.67 0.52 2.50 0.84
31 現在の自分に満足している 1.67 0.82 1.83 0.98
35 ときどき自分自身が嫌になることがある* 2.67 0.82 2.67 0.82
39 人より劣っているのではないかと思うことがよくある* 2.17 0.75 2.33 0.82
43 他の人をとてもうらやましく思うことがよくある* 2.33 1.03 2.17 0.98
45 他の人と比べて能力などが優れていると思う 2.00 0.89 2.00 0.89
　「他者のまなざし意識」* 1.88 0.46 1.77 0.46
20 他の人からどんなうわさをされているか気になるほうである* 1.67 1.03 1.50 0.84
24 自分が少しでも人からよく見られたいと思うことが多い* 2.33 0.82 2.17 0.98
28 小さいことをくよくよ考えることが多い* 2.00 1.10 1.83 0.98
32 何かをしようとする時、他の人が反対するのではないかと心配になる* 1.83 0.98 1.33 0.82
36 自分の心が傷つくようなことを恐れている* 2.00 0.89 2.00 0.89
40 「あんなことをしなければよかった」と悔やむことが多い* 2.00 1.10 2.00 0.63
43 他の人をとてもうらやましく思うことがよくある* 2.33 1.03 2.17 0.98
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と「22．楽しさ」であった（いずれもM = 5.00）。次いで，「1．ワクワク」，「3．うれしさ」（いずれもM 
= 4.83），「7．親しみ」，「11．優しさ」（いずれもM = 4.67），「12．達成感」，「20．好奇心」（いずれもM = 























No M SD No M SD
16 5.00 0.00 18 3.67 1.03
22 5.00 0.00 19 2.67 1.03
1 4.83 0.41 2 2.17 0.98
3 4.83 0.41 13 2.17 1.17
7 4.67 0.52 15 2.00 1.10
11 4.67 0.52 4 1.67 1.21
12 4.50 0.84 6 1.67 1.21
20 4.50 0.55 8 1.67 1.21
5 4.33 0.52 10 1.67 1.21
9 4.33 0.52 17 1.67 0.82
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加と論文掲載の快諾をいただいた参加者の 6 名に感謝申し上げます。 
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